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一

九
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エ

ル

フ

ル
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綱
領
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社
会
政
策
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会
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調
査
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没
落
す
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る

も
の

と

み
な

さ

れ

て

い

た

手
工

業
は

､

幾
多
の

変
化
を

と

げ
な

が

ら
も

現
在
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ド

イ

ツ

国
民

経
済
で
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然
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し
て
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占
め
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え
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け
る

手
工
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経

営
の

実
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を

解
明
す
る

必

要
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あ

ろ

う
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そ

し
て

こ

の

作
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は

世
界
恐

慌
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乱
し
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を
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し

て
､
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工

業
経
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化
な
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観
察
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れ
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経
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独
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し
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落
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ら
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(

)

内
の

数
字
は

第
一

巻
の

頁
数
を

示

す
｡

二

手
工

業
の

規
定

ま

ず
一

般
的
規
定
と

し

て

次
の

三
つ

が

指
摘
さ

れ

て

い

る

(

Ⅷ
)
｡

一

､

手
工

業
の

職
種

｡

特
定
な

種
類
の

経
済
活
動
で

あ

り
､

通
常
材
料

の

加
工

を

行
う

｡

そ

し

て

そ

の

活
動
は

長
年
の

規
則
正

し
い

訓

練
を

基

礎
に

し
て

し
か

達
成
さ

れ

え
な
い

ほ

ど

多
面

的
か

価

値
の

高
い

も

の

で

あ
る

｡

二
､

手
工

業
の

経
営
状
態

｡

一

､

に

掲
げ
た

経
済
活
動
を

産
業
的
に

自

営
す
る

形
態

｡

三
､

手
工

業
の

職
業
身
分

｡

経
営
形
態
に

か

か

わ

り

な

く
､
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に

掲

げ
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経
済
活
動
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営
む

職
業
身
分
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経
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､
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企
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す
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際
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経
済
的
メ

ル

ク

マ

ー

ル

は

拒
香
さ

れ

て

い

る
｡

さ

ら

に
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目
す
べ

き
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三
､
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あ

ろ

う
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､

職
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G
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s
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徒
弟

J
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･

〓

ロ

笥
､

そ
の

う
え

手
工

業
以

外
で

働
い

て

い

る

非
自
営
の

工

場

手
工

業

者

句
p

官
i

打
F
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ロ
d
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経
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手
工

業
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ユ
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F
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ロ

a

弓
e

詩
2

r

も

手
工

業
と

し
て

の

特
性

､

様
式
を

失
わ

な
い

と

し

て

含
ま

れ

て

い

る

の

(

5
)

で

あ

る
｡

さ

ら

に

以
上
の

規
定
に

基
い

て

具
体
的
に

手
工

業
が

画
定
さ

れ

て

ゆ

く
｡

一

九
二

五

年
の

職
業
統
計
で

は

手
工

業
種
の

従
業
員

一

〇
人

未
満
の

経
営

を

全
て

手
工

業
経
営
と

み

な

し

た
が

､

報
告
書
で

は

ア

ン

ケ
ー

ト

調
査

を

基
礎
に

し

て
一

〇

〇
の

手
工

業
職

種
の

う
ち

企
業
活
動
が

一

時
的

､

流
動

的
な

経
常

､

主
職
か

副
業
か

不

分
明
な

経
営
を

除
外
し
て

手
工

業
数
を

算

定
す
る

｡

経
営
規
模
は

戦
前
と

較
ぺ

て

大
部
分
が

桁
小

し
て

お

り

第
1

表

を

み
る

と
､

雇
用
職
人

数
0

の
一

人

経
営

A
-

-

e
-

n
b
e
t

ユ

す
b

な

い

し

徒
弟

し
か

雇
用
し

て

い

な
い

経
営

J
e
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ユ

ぎ

笥
訂
t

ユ
e

J

が

六
二

･

八

%

を

し

第1 表 手 工 業 の 経営

規模 分類

雇用職 人数1 経 営 数l %

1 0 0
,
0

8 2 1
,
3 9 3

2 S 4
,
9 0 3

1 2 2
,
9 9 7

3 3
,
7 5 1

2 5
,
3 1 3

1 1
,
7 0 0

3
,
7 0 1

1
,
5 7 6

9 6 3

j
,
5 7 0

0

1

2 一 } 3

4.
} 5

6′- 1 0

1 1 . 〉 2 0

2 1 ′ 〉 3 0

3 1 - 4 0

4 1 ～ 5 0

5 0. _

絵 計 上1
･
3 0 7

･
8 6 7臣

報告書,
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∂3 5
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手 工 業経営数分類 A = 業種全体 へ の 割 合 ,
B = 手工業全体 に しめ る割合

業 種

建 築

金 属

木 材

食 料 品

衣 料

紙 ･ 印刷

皮 革

土 石

蔵 推

化 学

そ の イ也

合 計

業 超 絶 計

2 2 (;
,
9 4 9

2 41
,
6 1 8

2 1 9
,
3 3 5

2 9 3
,
3 7 3

5 9 9
,
7 9 6

3 5
,
7 6 5

3 3
,
6 2 7

3 4
,
8 9 8

1 2 2
,
9 8 7

8
,
6 3 4

4 3 5 , 7 8 2

1
,
8 5 2 , 7 3 71

手工 業経営

1 92
,
8 8 6

1 91
,
8 7 0

1 71
,
2 2 7

2 2 7
,
7 7 5

4 5 5
,
5 04

2 3
,
2 2 9

2 9
,
9 4 5

1 4
,
8 9 6

8
,
5 2 4

8 0 1

1
,
2 0 8

1
,
3 0 7

,
8叫

業種全
体 へ の

割合

%

3

2

8

0

4

2

4

0

9

8

手工業

全体 へ

の 割 合

%
7 5

7

1

4

1

8

3

1

6

鵬

0 9

7 6 ･ 5l l O O ･ 0

雇用職人 3

人以下

A I B

%
消

. 6

D

O

ノ

0

0

4

2

Q
ノ

8 3

幻

別

9 7

97

8 2

7
▲

リ
ノ

2

1

q
ノ

〔

ら

q
′

q
′

%
1 3 . 2

1 4 .
6

1 3 .
2

1 8 .
1

35 .
2

1 .5

.
4

.
1

2

1

0 . 6

0 . 1

同 4 - 1 0 人

A I B

%
1 0 . 9

5 . 1

4 . 3

2 . 3

2 . 4

1 0 . 7

1 . 7

7 . 6

5 . 4

7 . 0

%
3 5 . 9

1 6 . 6

1 乙 5

8 . 7

1 8 . 5

4 .
2

0 . 9

1 . 9

0 .8

0 . 0

l / 卜0 0
･ 0

同1 1 ･ 一 2 0 人

A 】 B

%
2 . 9

0 . 8

0
.
8

0 . 2

0
.
3

3 . 5

0
.
2

1
. 6

1
.
4

1
.
5

%
4 8 . 0

1 4 . 0

1 1 . 0

4 . 0

1 3 . 0

0

0

【

∴

仇

(

U

O

O

2

1

0

同 2 0人以上

A I B

%
2 . 4

0 . 5

0 . 3

0 . 1

0 . 1

乃

. 2

2

0

O

I

A
T

l

1

0

%

.
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

8

′

0

0
8

4

4

9

0

1

0

0

5

1

t / 卜00
･

0

s t a ti sti s c b e J 血 加 c b 触 d a s D e n t s cb e R eic h
,
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,
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, 報告書 ,

め

大
半
が

零
細
経
営
で

あ

る

も
の

の
､

同
一

〇
人

以

上
の

経
営
が

三
･

四

%

存
在
し
て

い

る
｡

こ

の

こ

と

か

ら

も

明
ら

か

な

よ

う
に

単
純
に

手
工

業

=

小

経

営
と

み

な

す
こ

と

は

誤
り

で

あ

ろ

う
｡

第
2

､

3

表
か

ら

観
察
さ

れ
る

よ

う
に

手
工

業
の

代
表
的

業
種
と

し
て

次
の

五

つ

が

指
摘
で

き

る
｡

金
属
手
工

業

E

訂
n
･

戸

E
①
t

邑
F

呂
ぎ

1

e

旨
､

木
材
手
工

業

H
｡
-

N

≠
S
c

F

邑
邑
｡

夢
呂
d

w
e

r

打
､

食
料
品
手
工

業

Z
苧

F

2
日
g
S
･

戸

G
e

n

邑
m

≡
e
-

F

賀
み

宅
e

詩
､

衣
料
手
工

業
出
e

打
-

e
-

旨
n
g
s

≠

河
e

F
i

g
亡

口

耶
S

ぎ
n

払

弓
①

旨
､

建
築
手
工

業

四
P

亡

F

賀
d

焉
詩

｡

ま

た

第
4

表
か

ら

職
業

身
分
と

し

て

の

手
工

業
の

実
態
が

明
ら
か

に

な

1 巻 S . 9 . 5 5
,
5 8 よ り作成

第 3 表 手 工 業従 業者数 分類

手工 業全体 に

し め る割合

2 6 . 0

1 6 . 3

1 2
.
2

1 4 . 6

2 3 . 3

3 . 6

1
.
7

1 . 3

0 . 3

0 . 1

業種全体むこ

し め る割合

6 2 . 9

2 1 . 8

4 7 . 4

3 9 , 6

6 0 . 6

2 3 . 4

3 8 . 8

6 . 9

2 . 1

6 . 6

0 . 4

手工業経営

% 6
,
0 9 5

6 08
,
4 7 9

4 5 4
,
5 8 6

5 4 1
,
4 51

8 6 5
,
6 3 5

1 3 5
,
1 5 S

6 3
,
5 2 7

4 7
,
3 4 4

2 4
,
7 8 9

2
,
0 1 5

5
,
0 7 3

業 種 総 計

1
,
5 3 5

,
3 5 8

3
,
3 2 3 , 3 6 2

95 8
,
1 0 9

1
, 3 65

,
4 9 9

1
,
4 2 7

,
6 5 7

5 7 5
,
8 0 5

1(i5
,
35 6

6 8 4
,
7 1 4

1
,
2 1 2 , 4 3 7

3 1 3
,
5 7 3

1
,
1 4 2

,
3 0 1

業 種 別

建 築

金 属

木 材

食 料 品

衣 料

紙 ･ 印刷

皮 革

土 石

繊 維

化 学

そ の 他
0 . 2

合 計l 1 2
,
7 0 4

,
1 3 5 3

,
7 1 3

,
5 5 2 2 9 . 8 1 1 0 0 . 0

s t a ti st i s c b e J 油 rb n c b f む d a s D 飢 t S C h e R ei c h
,

1 9 3 1
･

S S ･

8 2- 3 . 報 告書 ,
1 巷 ,

S ･ 5 4 よ り作成

5 3 β



る
｡

こ

れ

に

よ

る

と

自
営
手
工

業
者
の

二

倍
弱
に

あ

た

る

手
工

業
者
が

手

工

業
以

外
で

働
い

て

い

る
｡

こ

の

数
字
は

工

業
の

発
展
に

よ

る

手
工

業
の

没
落
を

示

す
と

同
時
に

､

手
工

業
者
の

熟
練
技
術
が

工

業
の

発
展
に

必

要

不
可
欠
な

も

の

で

あ
っ

た

た

め

で

も

あ
る

と

報
告
書
で

は

考
え

ら

れ

て

い

る
｡

さ

ら
に

豪
族
従
業
員

m
小

t

F

≡
e

邑
e

句
p

m
≡
①

ロ

管
F

賢
i

g
Q

が

依
然

と

し
て

多
い

が
､

他
方

店
員

A
ロ
g
2

S

t

e

〓
e

の

増
加
も

著
し
い

こ

と

に

注

目
す
べ

き
で

あ

ろ

う
｡

職
業
身
分
と

し

て

の

手
工

業
の

ド

イ

ツ

人
口

(

二

五

年
現
在
六
二

四
一

〇
六

一

九
人
)

に

し

め
る

割

合
は

一

二

･

六

%
､

家

族
を

含
め

る

と
二

〇
%
に

も

達
し

､

な

お

国
民

経
済
の

な
か

で

重

要
な

地

位
を

し

め

て

い

る

の

が

わ
か

る
｡

王

手
工

業
の

変
化

山

生

産
様
式
の

変
化

( 6 9 ) 研 究 ノ ー ト

第4 表 手 工 業 の 職 業身 分構 成

手 工 業で働 い て い る者 ( Ⅰ)

%
J

. 3

9

. 6

9

%
3 3 . 8

3 3 . 8

2 0 . 0

2 . 8

4 , 6

1
,
3 2 0

,
5 1 5

1
,
5 1 7

,
0 4 6

7 (;6
,
6 6 6

1 0 9
,
3 2 5

2 01
,
6 5 0

自 営 手工 業 者

職 人

徒 弟

店 員

家 族 従 業 者

計 ( Ⅰ) l 3
,
9 1 5

,
2 0 21 1 00 ･ Ol /合

手 工 業以外で働 い て い る者 ( Ⅱ)

1 9. 4

1 9 , 2

/

%
5 0 . 2

4 9 . 8

1 α) . 0

1
,
2 43

,
6 4 0

1
,
2 22

,
3 92

2 . 4 6 6
,
0 32

工 場 手 工 業 者

経 営手 工 業 者

合 計 ( Ⅱ)

/ l l 弧 0総合計( Ⅰ ･ 叫 6 ･ 3 8 1
･
2 3 4

報告書,
1 巷 ,

S S ･ 3 7 - 8 ･

国
家

･

労
･

使
が

一

体
と

な
っ

て

展
開
さ

れ

た

産
業
合
理

化
に

よ
っ

て
､

工

業
で

は

技
術
進

歩
､

大
量
生

産
方
法
の

普
及
が

著
し

か

っ

た
｡

そ
の

結

果
安
価
で

晶
暦
只

の

改
善
さ

れ

た

工

業
製
品
が

大
量
に

出
回

る

よ

う
に

な

り
､

競
合
関
係
に

あ
っ

た

手
工

業
製
品
ば

か

り

で

な

く
､

石
･

陶
器

製
晶
か

ら

錫
製
品
の

代
替
に

み

ら

れ
る

エ

業
製
品
に

よ

る

手
工

業
製
品
の

代
替
に

よ

っ

て

も

大
き

な

被
害
を

蒙
っ

た
｡

そ
の

た

め

エ

業
に

よ

る

手
工

業
の

駆
逐

週
番
は

一

層
進
行
し
､

手
工

業
の

ほ

ぼ

九
〇
%
が

一

九
の

職
種
に

集
中
す

る

結
果
と

な
っ

た
｡

そ
の

う
え

手
工

業
の

製
品

･

サ

ー

ビ

ス

価
格
が

高
す

ぎ

る

と
い

う
消
費
者
か

ら

の

批
判
が

激
し
さ

を

ま
し

て

い

っ

た

の

で

あ

る
｡

そ
の

た
め

経
営
の

合
理

化
､

改
善
が

緊
急
の

課
題
と

し
て

手
工

業
関
係

者
に

ク

ロ

ー

ズ

ア

ブ

プ

さ

れ
､

｢

手
工

業
に

お

け

る

合
理

的
経

営

指

導
の

た

め
の

調
査

協
会
+

句
O
r

焉

ど
ロ

g
S
i

ロ
S

t
ト

t

亡
t

宗
一

岩
t

訂
ロ
e
-

-

e

出
e
t
l
i

e

b
s

▲

旨
F

岩
n
粥

-

m

試
甲
声
仁

弓
e

r

打

等
を

中
心
と

し

て

機
械
の

導
入

､

技
術
改
良

が

促
進
さ

れ

た
｡

そ
の

結
果
｢

総
じ
て

手
工

業
者
の

な

か

に

経
営
様
式
の

合
理

化
の

意
志
が

支
配

的
に

な
っ

て

い

る
+

(

桝
)

の

で

あ
っ

た
｡

機

械

の

導
入
を

促
進
し

た

要
因
と

し
て

は
､

特
に

第
一

次
大
戦
後
の

電
力
の

本

番
的
使
用

､

手
工

業
用
の

小

型
作
業
機
械
の

普
及
が

指
摘
で

き

る
｡

報
告

書
は

機
械
の

使
用
が

手
工

業
の

競
争
力
を

高
め

､

経
営
の

安
定
を

も

た

ら

し
た

と
し

､

｢

蒸
気
力
時
代
の

手
工

業
没
落
論
は

電
動
機
の

出

現
に

ょ
っ

て

誤
り
で

あ
る

こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た
+

(

191
)

と

述
べ

て

い

る
｡

機
械
の

使
用
如
何
に

よ

る

エ

業
と

手
工

業
の

区
別
は

有
効
で

な

く

な
っ

た

が
､

実
際
に

は

手
工

業
の

平
均
機
械
使
用
時
間
は

僅
か

三

〇
分
に

す
ぎ

ず
､

ま

た

多
く
の

手
工

業
で

は
､

機
械
が

な
い

と

職
人
が

働
か

な
い

と
い

▲7

う
消
極
的
な

理

由
に

よ
る

も
の

が

多
く

､

そ

の

効
果
も

八

時
間
労

働
の

制

お
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定
に

よ

る

労
働
時
間
の

減
少
を

相
殺
す
る

程
度
で

し

か

な

か

っ

た
｡

だ

が

製
パ

ン

職
に

お

け

る

動
力
経

営

呂
O
t

0
1

e

n

b
e
t

l

訂
b

数
の

増
加
(

一

九
〇

一

年
九
八

六
､

一

九
一

四

年
一

九
五

八

七
､

一

九
二

六

年
四
七

九
四
五
)

に

例
示
さ

れ

る

よ

う
な

機
械
の

普
及
が

､

精
肉
職

､

車
大
エ

∽
t

e

〓

ヨ

発
F
e

㌧

木
材
加
工

業
､

鍛
冶
職

､

錠

前
職
S
c

E
O
S

∽
①

㌧

建
築
手
工

業
で

み

ら

れ

た

の

で

あ

る
｡

そ

れ

ら

の

職
種
で

は

手

労
働
に

依
存
し

た

労
働
様
式
に

大

き

な

変
化
が

生
じ

､

大
量
生

産
方
浩
の

導
入

､

生

産
費
の

低
下

､

熟
練
労

働
者
の

未
熟
練
労
働
者
に

ょ

る

代
替
が

部
分
的
に

実
現

し

て

い

た
｡

｢

近

代
的
な

手
工

業
経
営
は

わ

ず
か

数
十

年
前
の

そ

れ

と

は

全
く

臭
っ

た

よ

う

に

形
成
さ

れ

て

い

る
+

(

19 4
)

の

で

あ
っ

た
｡

ま

た

注
文
に

よ

る

雇
客

生

産
か

ら

在
庫
生

産
へ

の

変
化
が

支
配
的
に

な
っ

て

い

た
こ

と
に

も

注
意
す

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

仏

経

営
様
式
の

変
化

㈲

経
営
目
的
の

変
化

手
工

業
経
営
で

は

利
潤
の

獲
得

と

い

う

経

済

目

的

W
-

ユ
s

c

F

已
t
s

N
･

W
e

C

打

と

製
品
を

仕
上

げ

る

と
い

う
経
営
目

的

出
e
t

ユ
e

訂
N

弓
e

C

打

の

二

目
的
が

併
存
し

て

お

り
､

資
本
主
義
的
企
業
と

は

違
っ

て

従
来
し

ば

し

ば

経
営
目
的
が

自
己

目

的
化
さ

れ
､

経
済
目

的
が

無
視
さ

れ

て

い

た
｡

だ

が

こ

の

よ

う
な

手
工

業
経
営
の

特

性
は

､

こ

の

時
期
の

経
済
発
展
に

よ
っ

て

変
化
を

余
儀
な

く

さ

れ
､

経

営
目
的
は

経
済
目

的
に

従
属
す
る

よ

う
に

な

っ

て

い

っ

た

の

で

あ

る
｡

そ
の

う
え

経
営
目
的
も

次
に

述
べ

る

よ

う
な

変

化
を

示
し

て

い

た
の

で

あ

る

(

ZlO

-
217

)

｡

∽
川

経
営
目

的
の

制
限

特
化

∽
勺
e

N

E
ト

s
i

雫
∈

ロ
の

が

該
当
す
る

｡

機
械
が

利
用
さ

れ
､

般
下
資

本
の

増
大
が

み

ら

れ

る
｡

例
､

指
物
職

､

馬
具
製
造
職

｡

特
に

新
規
経

営

詔
だ

J

者
の

場
合
に

特
徴
的
で

あ

る
｡

㈹

経
営
目

的
の

完
成
品
生

産
か

ら

修

膳
･

サ
ー

ビ

ス

ヘ

の

移
行

工

業
と

の

競
争
の

激
化

､

流
行

､

嗜
好
の

変
化
に

対

応
す
る

資
金
の

欠

如
に

よ
っ

て

消
極
的
に

惹
き

起
さ

れ

る
｡

例
､

製

靴
職

､

時

計

製

造

職

P
F
r
【

ロ
p

C

F
e
H

｡

仙
‥

経
営
目

的
の

拡
大

会
社
形
態
へ

の

組
織
が

え
､

販
売
の

兼
営

､

協
同
化
が

該
当
す
る

｡

例
､

精
肉
職
の

廃
物
利
用
の

協
同
化
に

よ

る

に

か

わ
､

石

鹸
製
造

｡

出
‥

新
た

な

経
営
目

的
へ

の

転
換

経
済
全

体
の

発
展
に

よ
っ

て

新
た

に

生
じ

た

収
益
の

高
い

活
動
に

む
か

う
｡

講
習
会

､

専

門
書
に

ょ
っ

て

積
極
的
に

必

要
な

知
識
と

能
力
を

獲
得

し

ょ

う
と

す
る

傾
向
が

特
徴
的
で

あ

る
｡

例
､

大
工

職
の

木
造
建
築
か

ら

コ

ン

ク

リ

ー

ト

建
築
へ

の

転
換

｡

仙

競
営
管
理
の

近

代

化

経
営
の

合
理

化
の

重

要
性
が

認

識
さ
れ

だ

し
た

手
工

業
で

も

税
対

策
と

簿
記
事
務
所

世

宍
F
s

t
¢

ロ
e

の

活

動
に

よ

り
､

簿
記
が

一

般
に

予

想
さ

れ

て

い

た

以

上
に

普
及
し
て

い

た
｡

だ

が

大

半
が

単
式
簿
記
で

あ

り
､

経
営

資
本
と

経
営
者
の

家
計
は

未
分
離
の

ま

ま

で

あ
っ

た
｡

し
か

し

戦
後
白
営

を

始
め
た

若
い

手
工

業
者
は

､

商
業

･

税

知
識
を

そ

な

え

複
式
簿
記
を

利

用
し
､

右
記
の

欠
点
を

あ

る

礎
度
克
服
し

て

い

た
｡

ま

た

手
工

業
製
品

･

サ

ー

ビ

ス

の

価
椅
に

対

す
る

非
難
か

ら

原
価
計
算

の

必

要
性
が

認
識
さ

れ

は

じ

め
､

あ

る

程
度
の

実
施
を

み
た

｡

そ

し
て

職

種
に

ょ
っ

て

は

職
種
単
位
の

基
本
原
価
計
算
が

設
定
さ

れ

て

い

た
が

､

安
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倍
販

売

亡
n
t
e

旨
i

e
t

仁

口

粥

に

ょ
っ

て

実
質
的
な

意
味
を

も

た

な
い

場
合
が

多
か

っ

た
｡

さ

ら
に

諸
購
費

､

家
族
の

給
料

､

時
間
外
の

親
方
の

賃
金
は

多
く
の

場
合
無
視
さ

れ
て

い

た

の

で

あ

る
｡

と

は
い

う
も
の

の
一

九
二

六

年
の

｢

建
築
業
務
に

関
す

る

ラ

イ

ヒ

請

負

令
+

R
e
i

c

F
s

く
e
r

d
i

ロ

甲
-

ロ

粥
S
･

〇

邑
ロ

ロ

n
g

旨
r

出
P
ロ
ー

e
i

∽

t

亡

n

粥

に

よ
っ

て

原
価
計
算
以
下
の

額
で

の

請
負

を

禁
じ

ら
れ

た

建
築
業
と

資
本
利
潤
が

計

算
さ

れ

て

い

る

食
料
品
手
工

業

で

は
一

定
の

成
果
が

あ

ら
わ

れ

て

い

た
｡

ま

た

中
･

大
経
営
で

は

売
り

掛
け

金
の

増
大
に

対

処
す
る

た
め

､

非
常

用
備
蓄
物

資
や

在
庫
の

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

の

重

要
性
が

認
識
さ

れ

改
良
の

萌

芽
が

あ

ら

わ

れ

て

い

る
｡

そ
し

て

シ

ョ

ー

ウ
ィ

ン

ド

ウ
に

よ

る

宣

伝
は

店

舗
の

あ

る

手
工

業
で

は

殆
ど
で

行
わ
れ

る

よ

う
に

な

り
､

大
都
市
で

は

僅

か

で

あ

る

が

中
･

小

部

市
で

は

新
聞
広
告
も

か

な

り

利
用
さ

れ

る

と
い

う

よ

う
に

､

積
極
的
な

販

売
活
動
が

展

開
さ

れ
る

よ

う
に

な
っ

て

い

っ

た
｡

し
か

し

注
目

す
べ

き
こ

と

は
､

共
同
購
入
･

販
売
等
の

協
同
化
に

よ

る

製
品
コ

ス

ト

低
下
の

努
力
が

全
体
的
に

殆
ど

成
果
を
あ

げ
て

い

な

い

こ

と

あ
で

る
｡

こ

の

時
期
に

存
在
し

て

い

た

協
同

組
合
の

多
く
が

実
質
的
意
味

を

失
っ

て

お

り
､

戦
争
中
の

統
制
経
済
下
で

発
達
し
て

い

た

諸
共
同
組
織

は

戦
後
全
て

が

解
体
し

て

い

っ

た

の

で

あ

る
｡

だ

が
､

食
料
品
手
工

業
､

建
築
手
工

業
な

ど

で

は

協
同
化
が

一

定
の

進
展
を

み

せ

て

い

た
｡

特
に

原

料
購
買
組
合

田
O

F
s
t

O
{

訂
ど
打
P

亡

訂

笥
n
O
S

S
e

ロ
S

C

F

已
t

や

価

格
･

請

負
カ

ル

テ
ル

の

発
展
が

若
し

か
っ

た
｡

た

と

え
ば

製
パ

ン

職
の

前
者
で

は

全
原

料
の

1

一
1 0

を

供
給
し

て

い

た
の

で

あ
る

｡

矧

立

地

条
件
の

変
化

商
工

業
の

発
達
に

よ

る

人
口

の

中
･

大
都
市
へ

の

集
中

､

農
民

層
の

貧

窮
化
に

よ

る

需
要
の

減
少

､

さ

ら
に

交
通
の

発
展
に

よ

る

都
市
製
品
の

流

入
に

よ
っ

て
､

農
村

･

小

都
市
の

手
工

業
は

大
き
な

被
害
を

う
け
た

｡

全

手
工

業
者
の

1

丁

が

農
業
を

副

業
と

し
て

営
ん
で

い

る

こ

と

か

ら

明
ら

か

な
よ

う
に

､

彼
ら

は

副
業
を

営
む
こ

と
に

よ
っ

て

よ

う
や

く

生

計
を

維

持
し

え
た

の

で

あ

る
｡

都
市
へ

の

人
口

集
中
に

照
応
し
て

､

手
工

業
者
も

需

要
の

多
い

都
市
に

集
中
す
る

傾
向
が

こ

の

時

期
一

層
明

確
に

な
っ

て

ゆ

く
｡

建

築
手
工

業
､

食
料
品
手
工

業
､

錠
前
職

､

女

性
帽
子

製
造
職

巧

守

t

N

m

宍
F
e

ユ
ロ
ロ
e

ロ
､

理

容
職

句
】

オ
e

喜
e

な

ど

は

都
市
で

し

か

生

活

基

盤

を

獲
得
で

き

な
か

っ

た
｡

そ

の

結
果
農
村
地

域
で

は

大
半
が

零
細
経

営
な

の

に

対

し
､

都
市
で

は

農
村
よ
り

経
営
規
模
が

大
き

く

中
･

大
経
営
が

数

多
く
み

ら

れ

る

の

で

あ
る

｡

た

と

え

ば
コ

プ

レ

ン

ツ

只
O

b
-

e

n
N

会
議

所

で

は
､

一

九
二

九
年
に

営

業
税
を

免

除
さ

れ

た

手
工

業
者
の

割
合
は

都
市

で

は

二

九
･

五

八

%
な
の

に
､

農
村
で

は
五

七
･

九
三

%
に

も

達
す
る

｡

四

手
工

業
に

お

け

る

差
異
の

規
定
要
因

以

上

手
工

業
経
営
の

変
化
の

実
態
を

検
討
し

て

き

た

が
､

業

種
･

職
種

別
に

か

な

り
の

差
異
が

存
在
す
る

こ

と

が

明

白
に

な
っ

た
｡

で

は
こ

の

差

異
は

ど
の

よ

う
な

条
件
に

規
定
さ

れ

て

い

る

の

か
｡

山

構
造
的
要
因

資
本
主
義
的
生

産
の

発
展
に

規
定
さ

れ

て

全
体
的
に

圧
迫
さ

れ
て

い

る

と
は

い

え
､

構
造

的
に

次
の

四
つ

の

類
型
に

変
化
す
る

(

199

1
ZOO

)

｡

A
､

手
工

業
的
生

産
か

ら

工

場
生

産
へ

の

移
行
が

完
了
し

た

と

み

ら

れ

る

手
工

業
｡

例
､

釘
製
造

職

Z
p

耶
F

e
-

､

櫛
製
造
職

只
P

ヨ
m
P

C

F
e

㌧

製
紙
職

P
P

p

瞥
｡
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B
､

工

業
生

産
に

よ

り

既
存
の

生

産
分
野
か

ら

完
全
に

駆
逐
さ

れ

な
い

け

れ

ど

も

窮
迫
し

､

修
繕

､

販
売
へ

の

転
換
を

よ

ぎ

な

く
さ

れ
た

手

工

業
｡

例
､

製
靴
職

､

印
刷
職

､

時
計
製
造
職
等

｡

C
､

大
企
業
に

よ

る

製
造
が

可
能
で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

手
工

業

生

産
の

特
性
か

ら

著
し
い

影
響
を

う
け

な
か

っ

た

手
工

業
｡

例
､

建

築
､

食
料
品
手
工

業
｡

D
､

工

業
の

発
展
に

よ
っ

て
､

新
た

な

手
工

業
分
野
と

し
て

確
立
し

た

手
工

業
､

例
､

電
気
取
付
職

､

自
動
車
修
理

業
｡

必

ヴ
ァ

イ
マ

ー

ル

期
の

社
会

･

巌
済
状
況

右
に

記
し

た

四

類
型
は

一

九
世
紀
後
半
に

す
で

に

観
察
で

き

た

が
､

次

に

述
べ

る

こ

の

時
期
の

社
会

･

経
済
状
況
に

規
定
さ

れ
一

層
明

確
に

な
る

の

で

あ
っ

た
｡

㈲

産
業
合
理

化
､

競
争
の

激
化

前
記
A

､

B

で

は

産
業
合
理

化
に

ょ
っ

て

前

述
の

よ

う

な

影
響
を

う
け

た

ば

か

り

で

な

く
､

修
繕
が

高
い

易
合
に

は

安
価
な

工

業
製
品
に

買
換
え

る

傾
向
が

ま

し

た

た

め
､

修
繕
さ
へ

手
工

業
の

保
証
さ

れ

た

活

動
領
域
と

は

い

ぇ

な

く
な
っ

た
｡

ま

た

裁
縫
職

､

帽
子
製
造
職
等
で

は

百
貨
店
な

ど

の

大
商
業
と

の

競
争
が

激
し

さ

を

増
し
て

い

た
｡

そ

の

う
え
こ

れ

ら
の

職

種
で

は

産
業
合
理

化
に

ょ
っ

て

工

業
か

ら
､

ま
た

仕
事
の

減
っ

た

手
工

業

か

ら

解

雇
さ
れ

た

職
人
が

や

み

労
働

S
c

F

w

賀
～

賀
b
e
-

t

を

行
う
こ

と

に

よ

り

内
か

ら
の

競
争
に

も
さ

ら
さ

れ

て

い

た
の

で

あ

る
｡

他
方
C

､

D

で

は

消
費
組
合

､

公
共
経
営

河
e

g
i

e

b
e
t
r

訂
♂

と
の

競
争
が

戦

前
と

較
ぺ

異

常
な
ほ

ど

増
加
し

て

い

る

も
の

の
､

エ

業
と

は

独
立

･

協
調

･

分
業

関
係

に

た
っ

て

お
り

､

競
争
は

あ

ま

り

激
し

く

な
か

っ

た
｡

仙

窟
要
の

変
化

第
一

次
大
戦
敗
北
に

よ

る

領
土

､

陸
･

海

軍
の

縮
小

､

輸
出
不

振
､

住

宅
を

始
め

と

す
る

生

活
環
境
の

悪
化

､

さ

ら

に

イ
ン

フ

レ

に

ょ

る

国
民

､

と

り

わ

け

手
工

業
の

主
要
な

顧
客
で

あ
っ

た

中
間
層
の

貧
窮
化
に

よ
っ

て
､

手
工

業
へ

の

需
要
は

大

幅
に

減
少
し
た

｡

ま

た

工

業
製
品
の

進
出
に

ょ
る

需
要
の

画
一

化
､

流
行

､

国
民
の

嗜
好
の

変
化
に

よ
っ

て

も

影
響
を

う
け

た

の

で

あ

る
｡

こ

れ

ら

に

ょ
っ

て

木
彫
職

H
O
】

N

g
仁

F
P

亡

雫

な

ど

の

奪

修
晶
手
工

業
､

､
､

､

ユ

ン

ヘ

ン
､

ラ

イ

ブ

ツ

ィ

ヒ

の

精
密
機
械
工

業
な

ど
の

地

場

産
業
も

被
害
に

あ
っ

た
｡

他
方
建
築
お

よ

び

錠
前
職

､

電
気
取
付
職

な

ど
の

建
築
関
連
手
工

業
は

､

公
共
投
資
の

増
大
に

よ

る

建
築
市
場
の

好

況
か

ら

需
要
の

拡
大
が

可
能
に

な
っ

た
｡

確
か

に

大
企
業
に

お
い

て

合
理

化
の

進
展
と

と

も

に

自
営
手
工

業
者
に

受
注
す
る

よ

り
､

手
工

業
者
を

雇

用
す
る

傾
向
が

強
く

な

る

が
､

中
小
工

業
で

は

収
益
か

ら

み

て

依
然
と

し

て

自
営
手
工

業
者
に

受
注
し

て

お

り
､

C
､

D

と
の

分
業
=

下
請
関
係
が

成
立
し
て

い

た
｡

報
告
書
は

､

こ

の

よ

う
な

需
要
の

変
化
が

技
術
上

の

変

化
以

上

に

手
工

業
の

経
営
構
造
に

大
き

な

影
響
を

与
え
た

と

指
摘
し

て

い

る
｡=

料

資
金
不

足

支
払
い

高
の

増
加

､

賃
率
協
約
に

ょ

る

雇
用
者
の

貸
銀
上

昇
､

税
･

社

会
的
負
担
の

増
加

､

支
払
期
限
の

限
定

､

掛
の

普
及
に

よ

る

売
掛
金
の

増

大
に

よ
っ

て

現
金
準
備
が

一

層
必

要
と

な
っ

て

い

た
｡

し

か

し

イ

ン

フ

レ

に

よ
っ

て

経
営
資
本
の

大
部
分
を

失
っ

た

手
工

業
者
は

資
金
を

借
入
れ

に

顧
ら

ざ

る

を

え

な
か

っ

た
｡

彼
ら
は

主
に

信
用
協

同

組

合

只
言
d

碁
e

ロ
･

〇
S

芳
ロ
S
C

F

已
t

(

短
期

･

対

人

信
用
)

と

貯
蓄
金
庫
S

勺

賀
打
P
∽
S

e

(

短
･

長
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期
､

対
人

･

物
信
用
)

に

頼
っ

て

い

た

が
､

両
者
と

も

金
融
の

二

重

構
造

に

規
定
さ

れ

て

資
金
量
は

限
ら

れ
て

お

り
､

そ

の

う
え

短
期
資
金
が

大
半

で

あ
っ

た
｡

手
工

業
の

借
入

れ

資
金
で

は

短
資
と

長
資
の

割
合
は

二

対
一

で

あ

り
､

利
率
の

高
い

短
資
の

再
三
の

更
新
に

ょ
っ

て

費
用
が

重

み
､

手

工

業
経
営
は

負
債
を

増
加
さ

せ

て

い

っ

た
｡

こ

の

時

期
手
工

業
の

資
金
需

要
額
は
二

〇

億
R

M

に

も

達
し
て

い

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

資
金
不

足
は

多
く
の

手
工

業
を

材
料
供
給
者
(

=

商
業
)

に

従
属
さ

せ

る

結
果
と

な
っ

た
｡

｢

問
屋
制
の

新
た

な

形
態
+

(

M
)

と

い

わ

れ

る

状
況
が

生
じ

た

の

で

あ

る
｡

特
に

小

経
営
で

は
こ

の

傾
向

を

は
っ

き

り

観
察
で

き

る
｡

た

と

え

ば

衣
料

､

帽
子

､

馬
具
製
造
職
で

は

多
く

が

百

貨
店
の

下
請
に

転
化

し

て

い

っ

た
の

で

あ
る

｡

ま
た

裁
縫
職
な

ど

で

は
､

農
村

･

小

都
市
に

帰

郷
し

て

家
内
工

業
的
に

下

請
経
営
を

行
う
も

の

が

増
加
し
て

い

る
｡

し
か

し

製
パ

ン

職
､

指
物
職

､

電
気
取
付
職

､

建
築
手
工

業
で

ほ
､

自

助
組
織
の

発
達

､

貯
蓄
金
庫
と
の

強
力
な

結
合
関
係
に

ょ
っ

て

資
金
不

足

が
一

定
程
度
解
消
し

､

材
料
供
給
者
へ

の

従

属
は

顕
著
で

な
か

っ

た
｡

五

お

わ

り
に

報
告
書
は

｢

一

三

〇
万

人
も
マ

イ
ス

タ
ー

が

い

る

と
い

う
こ

と

を

手
工

業
の

力
強
さ

の

証
し

と

み

な

す
な

ら

ば

誤
り

で

あ

ろ

う
｡

な

ぜ

な

ら

そ
の

場
合
手
工

業
経
済
が

小
マ

イ

ス

タ

1

で

過
剰
に

な
っ

て

い

る

こ

と

が

見
逃

さ
れ

る

か

ら
で

あ

る
+

(

㍑
)

と

述
べ

､

自
営
手
工

業
者
数
と

経

営

数
の

減
少
の

必

要
を

説
く

｡

で

は

劣
悪
な

経

営
状
態
に

も

か

か

わ

ら

ず
､

手
工

業
が

存
続
し

え
た

の

は

な

ぜ

か
｡

第
一

の

要
因
と

し

て
､

し

ば

し

ば
工

業

労
働
者
よ

り

も

低
い

粗
方
の

収
入

､

職
人

･

徒
弟
の

低
質
銀
が

指

摘
で

き

よ

う
｡

報
告
書
は
つ

ぎ
に

国
民

経
済
の

変
化
へ

の

適
応

､

特
に

電
動
小

型

作
業
機
械
の

導
入

に

よ

る

経
営

能
力
の

上

昇
を

指
摘
す
る

｡

さ

ら
に

｢

手

工

業
は

､

工

業
化
の

嵐
が

そ
の

中
で

消

滅
し
っ

づ

け
て

い

る

部
門
に

対

し

て

も

絶
え

ず
新
た

な

ト

リ

ー

プ

を

与

え

る

こ

と
に

ょ
っ

て

維
持
さ

れ

る
+

(

M
)

､

｢

手
工

業
経
営
は

工

業
と

は

臭
っ

た

領
域
で

役
立
つ

と

い

う

見

解

が

ま

す

ま

す

基
盤
を
も

つ

+

(

333
)

と

の

叙
述
か

ら

明
ら

か

な

よ

う
に

､

工

業
の

発
展
が

手
工

業
に

活
動
領
域
を

構
造

的
に

与
え

て

い

る

点
を

強
調

す
る

｡

つ

ま

り
工

業
の

発
展
に

ょ
っ

て

電
気
取
付
職
の

よ

う
な

新
手
工

業

が

発
展
す
る

と

同
時
に

､

｢

古
い

手
工

業
+

に

も
工

業
製

品
の

販

売
､

修

理
と

い

う

領
域
が

与
え

ら

れ

た

と

す
る

の

で

あ
る

｡

後
者
が

そ

の

性
棉
上

極
め

て

不

安
定
な

も
の

で

あ

り
､

手
工

業
を

十
分

発
展
さ

せ

る

も

の

で

は

な

か

っ

た
の

ほ

今
迄
の

叙
述
か

ら

明
ら

か

で

あ

ろ

う
｡

ま
た

手
工

業
生

産

の

特
性

､

ド

イ

ツ

国
民
の

伝
統
的
な

生

活
習
慣

､

ヴ
ァ

イ
マ

ー

ル

期
の

有

利
な

諸
影

響
に

ょ
っ

て
､

建
築

､

食
料
品
手
工

業
ほ

一

定
の

発
展
を

と

げ

て

い

た
｡

報
告
書
は
こ

れ

ら
の

事
実
に

基
い

て

手
工

業
没
落
論
を

香
定
す

る

の

で

あ

る
｡

そ

し
て

｢

手
工

業
の

構
造

変
化
は

資
本
主
義
経

済
で

の

そ
の

経
済
的

､

社

会
的
立
場
に

規
定
さ

れ

て
､

一

般
的
に

受
身
の

形
で

行
わ

れ
+

(

抑
)

た

め

に
､

全
体
的
に

か

な

り

の

変
化
が

生
じ

た

も
の

の

そ
の

変
化
に

も

大

き

な

差
異
が

存
在
し
た

｡

商
工

業
と

の

競
争
関
係
に

あ
っ

た

手
工

業
､

エ

業
製
品
の

販
売

･

修
理

を

行
っ

て

い

た

手
工

業
で

は

技
彿
化

→
①

｡

F

已
s

?

賢
呂
g

､

経
営
合
理

化
も

資
金
不

足
に

よ
っ

て

さ

し

た

る

効
果
を

あ

げ

ず
､

商
業
へ

の

従
属
を

一

層
強
め

旧

来
の

手

労
働
に

よ

る

家
族
労
働
に

よ
っ

て

J

経

営
を

営
ん
で

い

た
｡

他
方
食
料
品

､

建
築
手
工

業
､

新
手
工

業
と
い

わ

朗
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れ

る

金

属
手
工

業
の

う
ち
の

建
築
関
連
手
工

業
で

は
､

国
民

経

済
上
の

地

位
に

よ
っ

て
一

定
の

資
金
調

達
が

可
能
に

な

り

前
述
の

よ

う
に

経
営
を

大

き

く

変
化
さ
せ

､

国
民

経
済
の

変
化
に

適
応
し

て

い

っ

た
の

で

あ
る

｡

第

二

表
よ

り
こ

れ

ら
で

は

経
営
規
模
も

大
き
い

こ

と
が

わ
か

る
｡

報
告
書
で

は

さ

ら
に

中
･

大
経
営
と

零
細
経
営

､

農
村

･

小

都
市
の

手
工

業
と

中
･

.

大
都
市
の

そ
れ

､

合
理

化
に

積
極
的
な

戦
後
自
営
し
た

若
い

手
工

業
者
と

消
極
的
な

中
高
年
手
工

業
者
等
の

差

異
に

も

注
目
す
る

｡

こ

の

よ

う
に

手

工

君
は

経
済
的
に

異
質
多
元

的
な

存
在
で

あ
り

､

｢

単
一

な

社

会

像
と

し

て

把
握
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

+

(

188
)

の

で

あ
っ

た
｡

し

か

し

協
同
化
が

発
達
し
て

い

る

職
種
で

も

生

産
工

程
に

お

け

る

そ

れ

は

皆
無
で

あ

る

こ

と

か

ら

推
察
さ

れ

る

よ

う
に

､

｢

手
工

業
経

済
で

は

支

配
的
な

流
れ
し
+

対

立

し
て

個
人

的
な

経
済
指
導
が

全
面
に

で

て

い

る
+

(

363
)

｡

そ

し
て

こ

の

点
に

手
工

業
の

一

致
点
が

も

と

め

ら

れ
る

｡

機
械
を

利
用
し

経
営
を

近

代
化
し
た

手
工

業
で

も
､

自
ら

が

そ
の

熟
練
し

た

労
働

ヽ

ヽ

ヽ

に

よ
っ

て

質
の

高
い

仕
事
を

行
う
こ

と

に

誇
り

を

も
つ

手
工

業
の

独
業
的

伝
統
が

未
だ

存
続
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

そ

し

て

手
工

業
の

製
品

･

サ

ー

ビ

ス

価
樽
の

上

昇
の

原
因
の

大
部
分
が

手
工

業
以

外
に

求
め

ら

れ
て

い

る

舶

よ

う
に

､

手
工

業
は

国
民

経
済
の

中
で

従
属
的

､

副
次
的
地

位
に

転
落
し

5

た

け

れ

ど
も

､

新
手
工

業
､

エ

業
の

専
門
労
働
者

養
成
な

ど

に

示

さ

れ
る

如
く

､

こ

の

時
期
に

も

依
然
と

し

て

必

要
不

可
欠
な

存
在
で

あ
っ

た
｡

(

1
)

只
p

ユ

出

芳
F

巧
,

D
訂

E

芝
s
t

e

F
u

ロ

g

告
【

く
○

芹
s

5 .

ユ

邑
邑
t

.

か

A
亡

払

ヱ
叫
2

､

→

旨
F

笥
ロ

ー

苫
∞

､

S
･

-

∞

¶

耗

(

2
)

W
･

ノ

ぎ
岩
e
t

-

H

賀
d

弓
e
r

訂
占

邑
Ⅰ

邑
宏

什

r

訂
g
e
s

n

E
c

F
t

e
.

S
t

已
t

管
ユ

ー

冨
山

.

S

.

悪

声

(

3
)

詳
し

く
は

拙

稿
｢

ナ

チ

ス

体

制

成
立
の

一

側

面

-
手
工

業

者
の

社

会

経

済

的

分

析
+

季
刊

『

社

会
思

想
』

三

-
三

･

四

を

み
よ

｡

(

4
)

W
･

W
e

⊇

阜

H

岩
山

W
e

旨
s

p
｡

-

E
k

.

G
琵
t
i

ロ

笥
ロ

ー

設
N

.

∽

.

N

N

〇

.

(

5
)

工

場

労
働
者
は

特
に

工

業
で

手
工

業
的

労
働
に

よ

っ

て

就

労
し

て

る

者
を

指
し

､

経

営
手
工

業
者
ほ

異

職

種
経
営
に

付

属
経

営

エ
r

芽
訂
t

計
b

と

し
て

参
加

す
る

者
を

指
す

｡

(

一

橋
大

学

大

学

院
博

士

謀

殺
)




